
令和４年度　江東商業高等学校 年間授業計画（１学年用） 

教科：（　芸術　）　科目：（　音楽１　　）　単位数：（　２単位）　対象：（第　１学年　A組～E組）

教科担当者：

教科・科目の目標：

評価の観点：
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（ A組：　小池　）（ E組：　小池　）

使用教科書：（　MOUSA 教育芸術社　）

・音楽の幅広い活動を通して，生徒が個性を生かしながら思いや意図をもって表現したり味わって鑑賞したりする力を育成し，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てる。
・音や音楽が醸し出すよさや美しさなどを感じ取り，そこに価値を見いだせる感性を養う。
・音や音楽を知覚・感受して，思考・判断し表現する音楽活動の過程を通して，創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす。
・音や音楽と生活や社会との関わりについて考え，音環境への関心を高め，音楽の知的財産権を尊重する態度の形成を図る。
・中学校音楽科の学習を踏まえ，楽曲固有のよさや美しさなどを味わうだけでなく，文化的・歴史的背景など広い視野で音楽を捉えて，
我が国及び諸外国の音楽文化への理解を深める。

【知識・技能】：知 【思考・判断・表現】：思 【主体的に学習に取り組む態度】：主

・曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留
意して演奏 し，表現に必要な技能を身に付けた
か
・演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲
想と楽器の 音色や奏法との関わりを理解できた
か
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫したか

表現を工夫してリ
コーダーを演奏し
よう

１
学
期

J-POPや歌謡曲の 特徴を理解して歌
おう

J-POPや歌謡曲を取り上げ，曲想と音
楽 の構造や歌詞との関わりを理解
し，イ メージをもって歌うととも
に，自分や社 会と音楽との関わりを
考える

・曲について調べたり意見を交換したりして曲
想と音楽の 構造や歌詞，文化的背景との関わり
を理解するとともに， 自分や社会にとっての音
楽の意味や価値を考えられたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ方 などを試行錯誤しながら表現を工
夫したか

・コードの構成音をもとに音の組み合わせ方や
つなげ 方を試しながら，自分の表したいイメー
ジに合うメロ ディーを作れたか
・反復，変化，対照などの手法を用いてメロ
ディーをつ くったり，つくったメロディーにも
う一つのメロディー を重ねたりする技能を身に
付けることができたか

曲にふさわしい発
声で表情豊かに歌
おう

曲にふさわしい発声などの技能を身
に 付けるとともに，曲想と音楽の構
造や 歌詞との関わりを理解し，表現
を工夫 して表情豊かに歌う

・曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方など に留意して歌い，表現に必要な技能を
身に付けたか
・歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想
と音楽の 構造や歌詞との関わりを理解できたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働か せ方などを試行錯誤しながら表現を工
夫したか

ボディー・パーカッ ションや
“CUPS” に挑戦しよう

曲想と音色や奏法との関わりを理解
すると
ともに，曲にふさわしい奏法，身体
の使い
方などの技能を身に付け，他者と協
働しな
がら自己のイメージをもって器楽表
現を創
意工夫する

・リズムを正確に捉えるとともに，その重なり
合いやつ ながりを意識して演奏できたか
・曲想に合った音色や奏法，パフォーマンスな
どの技能 を身に付け，表現を工夫できたか
・共通のイメージをもって，曲の特徴を生かし
た表現が できるよう試行錯誤したり意見を交換
したりしながら 演奏できたか

鑑
賞

【歌唱・器楽・鑑賞】
・ 曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについて理解している。
・ 創意工夫を生かした表現をするために必要な，曲にふさわしい
発声，言葉の発音，身体の使い方などの技能を身に付け，表してい
る。
・ 曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり，及び音楽の特徴
と文化的・歴史的背景，他の芸術との関わりについて理解してい
る。
【創作】
・ 創意工夫を生かした創作表現をするために必要な，反復，変
化，対照などの手法を活用して音楽をつくる技能を身に付け，創作
で表している。

【歌唱・器楽・創作・鑑賞】
・ 音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構成
を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受し
たこととの関わりについて考え，表現意図をもっている。
・  音色，リズム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，構
成を知覚し，それらの働きを感受しながら，知覚したことと感受
したこととの関わりについて考えるとともに，音楽表現の共通性
や固有性について考え，音楽のよさや美しさを自ら味わって聴い
ている。

【歌唱・器楽・創作・鑑賞】
・ 曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心
をもち，主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。

学習内容

表現

評価規準

評価の観点
配
当
時
数

単元項目

リコーダーの奏法を身に付けるとと
も に，曲想と楽器の音色や奏法との
関わり を理解し，表現を工夫して演
奏する

「コード進行」をも とにメロディー
を つくろう

多くの曲に用いられているコード進
行 をもとに，音のつなげ方やフレー
ズの まとまり，重なりによる響きを
理解し，  さまざまな手法を活用し
ながらイメージ
ジをもって創作する
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１
学
期

音楽を形づくって いる要素に注目し
て，曲のよさや美 しさを探ろう

２
学
期

表現を工夫してギターを演奏しよう

日本や諸外国の歌曲に親しみ，表現
を工夫して独唱しよう

発音や発声を工夫して声によるアン
サンブルをつくろう

表現を工夫して合唱やヴォイス・アン
サンブルをしよう

さまざまな言語による歌曲に親し
み，そ れぞれの特徴を理解するとと
もに，曲に ふさわしい発声，言葉の
発音，身体の使 い方などの技能を身
に付け，表現を工夫 して独唱する

オノマトペのもつリズム感やアクセ
ン トなどのおもしろさを生かして，
他者と 協働しながら表現を工夫して
リズム・ア ンサンブルをつくったり
演奏したりす る

和楽器に親しみ， 演奏に挑戦しよう

世界の諸民族の音楽を知ろう

各パートの役割を理解するととも
に，全体の響きをイメージしながら
表現を工夫して合唱やヴォイス・ア
ンサンブルをする喜びを味わう

和楽器に親しみ，その音色や表現の
特徴 を味わうとともに，奏法を身に
付け，曲 想と楽器の音色や奏法との
関わりを理 解し，表現を工夫して演
奏する

世界の諸民族の音楽を，声や楽器に
着目 して鑑賞したり歌ったりしなが
ら，その 音色や表現の特徴を理解す
る

声やさまざまな楽器が生み出す響き
や その特徴が，どのような要素やそ
れらの 働きによってもたらされてい
るのかを 探るとともに，音楽のよさ
や美しさを味 わう

ギターの奏法を身に付ける ととも
に，曲想と楽器の音色や奏法との 関
わりを理解し，表現を工夫して演奏
する

３
学
期

ミュージカル・ナンバーを歌おう ・ミュージカルを鑑賞し，物語のあらすじや歌
詞の内容，登場人物の心情などを理解するとと
もに，曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体
の使い方などに留意してい， 表現に必要な技能
を身に付けることができたか
・歌ったり互いに聴き合ったり，意見を交換し
たりしなが ら，曲想と音楽の構造や歌詞との関
わりを理解できたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫することができたか

物語のあらすじや歌詞の内容，登場
人物 の心情などを理解し，曲にふさ
わしい表 現を工夫して歌う

・音楽を形づくっている要素や要素同士の関連
を知覚し， それらの働きに注目しながら鑑賞で
きたか
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり
について 意見を交換し理解を深めることができ
たか
・曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合え
たか

・曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留
意して演奏 し，表現に必要な技能を身に付ける
ことができたか
・演奏したり互いに聴き合ったりしながら，曲
想と楽器の 音色や奏法との関わりを理解できた
か
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫することができたか

・曲にふさわしい発声，言葉の発音，身体の使
い方などに 留意して歌い，表現に必要な技能を
身に付けることができたか
・歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想
と音楽の構 造や歌詞，文化的・歴史的背景との
関わりを理解できたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫することができたか

・オノマトペのもつリズム感やアクセントなど
のおもし ● ろさを生かして，それを連ねたり
重ねたりしながら， パートの組み合わせなどを
工夫してリズム・アンサンブ ルをつくることが
できたか
・反復，変化，対照などの手法を用いてリズ
ム・アンサンブ ルをつくる技能を身に付けられ
たか
・歌ったり互いに聴き合ったりしながら，曲想
と音楽の構 造や歌詞との関わりを理解できたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫することができたか

・一人一人が主体性を発揮しながら，他者との
調和を意識 して演奏する技能を身に付けること
ができたか
・各パートや指揮者の役割を理解するととも
に，全体の響 きやハーモニーをイメージしなが
ら演奏できたか
・共通のイメージをもって，音楽を形づくって
いる要素の 働かせ方などを試行錯誤しながら表
現を工夫することができたか

・曲にふさわしい奏法，身体の使い方などに留
意して演奏 し，表現に必要な技能を身に付ける
ことができたか
・演奏したり鑑賞したりしながら，曲想と楽器
の音色や奏 法との関わりを理解できたか
・イメージをもって，音楽を形づくっている要
素の働かせ 方などを試行錯誤しながら表現を工
夫することができたか

・世界の諸民族の音楽の特徴と文化的・歴史的
背景との関 わりを理解しながら鑑賞することが
できたか
・それぞれの音楽表現の共通性や固有性につい
て気付い たことや考えたことを述べ合い，理解
を深めることができたか
・アリランとヨーデルの声の音色，リズム，旋
律などの特徴を 理解し，曲にふさわしい発声で
歌い，表現に必要な技能を 身に付けることがで
きたか
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３
学
期

作曲家の生涯と作品をたどろう

さまざまな器楽アンサンブルを楽しも
う

・作品を鑑賞したり，作曲家について調べた
り，意見を交 換したりしながら，曲想や表現上
の効果と音楽の構造と の関わり，音楽の特徴と
文化的・歴史的背景との関わり を理解すること
ができたか
・曲や演奏に対する評価とその根拠を述べ合う
ことができたか

・一人一人が主体性を発揮しながら，他者との
調和を意識 して演奏する技能を身に付けること
ができたか
・各パートの役割を理解するとともに，全体の
響きやハー モニーをイメージしながら演奏する
ことができたか
・共通のイメージをもって，音楽を形づくって
いる要素の 働かせ方などを試行錯誤しながら表
現を工夫することができたか

各パートの役割を理解するととも
に，全 体の響きをイメージしながら
表現を工 夫して器楽アンサンブルを
する喜びを 味わう

J.S.バッハやW.A.モーツァルトの生
涯 をたどりながら，それぞれの作品
の特徴を理解し，魅力を味わう

合計


